
 

■さいたまに在る召会からのお知らせ: 
＜主日集会（1/16）追求する朝ごとのテーマ＞ 

 神の必要と主の回復における現在の必要に応じる 
第 8 週 キリストをわたしたちの王、わたしたちの主、わたしたちのかしら、わたしたち
の夫として受け入れ、経験し、享受して、キリストのからだを建造し、新エルサレムを
究極的に完成する 

 
 
＜各種案内＞ 
1. 2022年２月18日(金)～20日(主)： 国際華語特別集会 （オンライン開催）

主題： 神のエコノミーにおける神の恵み＊全国へ案内状を、日文と中文で発送
します。 
 2/18(金)19:30～ 集会１  
 2/19(土)09:00～集会２  11:00～  集会３  19:30～   集会４ 

2/20(主)10:00～ 集会５ 
 

2. 東京全時間訓練卒業集会は３月５日（土）午前 10 時からです。 
 
3. 朝ごとの食物の進度予定： 

 11/22(月)-2022/01/16(主)： 国際長老責任者訓練、第 1～8週 
 01/17(月)-02/27(主)： サンクスギビング特別集会、第 1～6週 

 
4. 来年の全国特別集会の日程について：詳細は別紙案内 

 ５月全国特別集会： 4/29（金・祝）、4/30（土）、5/1（主） 
全時間訓練生との交わり 5/7（土）、5/14（土） ※１回は卒業生との
交わり） 

 ９月全国特別集会： 9/17（土）、9/18（主）、9/19（月・祝） 
 
 
<福音行動> 
路上福音は雨のためお休みにしました。 
牧養：木曜日に土田香織姉妹と聖書通読をし、祈り、交わりました。小澤由佳姉妹
は訪問しましたが会えませんでした。 
 
<伊藤家の小組み> 
ミニストリーダイジェスト第 3 期第 2 巻 「奉仕」編 <言葉の務めをするために持つべき
認識と訓練> 
★神のエコノミーと異なる教えは言葉の務めに反する。テモテ第一の手紙 1 章で４種類
の教えを述べています。神のエコノミー、律法、作り話、系図です。実際には、律法、作り

話、系図は同類です。律法を教える人は、作り話、系図も含まれていました。ですから
神のエコノミーだけが新約の福音であり、召会の命としてのキリストです。 
★言葉の務めは、人々に命の供給を得させるためである。 
★相互性の集会において言葉を供給する。互いに供給し合うために、各自が霊の中で
霊に従うべきであり、よくよく準備して集会の中で言葉を解き放たなければなりません。 
★神のエコノミーの中にとどまる。三一の神は手順を経られ、彼が選ばれた人の中へと命、
また命の供給として分与されキリストのからだの肢体を生み出しキリストのからだを建造し、
三一の神を表現されます。これが新約エコノミーです。これ以外のどんな素晴らしい教え
も、聖書的な教えであっても、神の新約エコノミーからわずかでもずれているならそれは分
裂をもたらし、あの邪悪な者に利用される事になります。私たちは目を覚まして召会の中
におけるすべての言葉の務め、教えと学びが神のエコノミーの中にとどまるようにし、キリスト
のからだの一が守られるようにしなければなりません。 
 
<自分自身を停止して主のために働く> 
★全ての奉仕はみな主の必要から来る。私たちが奉仕をする時、第一の問題は、この
奉仕が自分から出ているのか、主から出ているのかということです。第二にその人が主の
必要に応じて主の要求を満たすことができるかどうかという事です。 
★仕える人は停止しなければならない。奉仕での働きの第一の要求は私たちと言う人を
停止させなければならないという事です。自分の意見、思想、考えなどを含む自分の全
ての活動を停止しなければなりません。 
★仕える人は立ち上がらなければならない。停止する事は自分の意見に従って行動す
る事を停止する事であり、立ち上がる事は、復活の中で、主の必要に応じる事、主の働
きの要求を果たす事です。私たちは祈りによって自分を停止させ、復活の中で満たされて、
神の必要を果たす者にならなければなりません。これが命の原則です。原則はこうです。
神は創造の働きをされた時、6 日目に人を創造し、7 日目に安息されました。人の側で
は創造された第一日目(神の7日目、安息日)は全てを停止して安息する日です。です
から、私たちはまず、停止して主に祈り主の導きによって神に仕えるものとならなければな
りません。 
 
＜JGWからの各諸召会の祈り：From さいたま＞ 

 召会での福音行動を祝福して下さいますように。 
 各自がみことばを享受し、バイタルになり、福音の負担を取ることが出来ますよ

うに。 
 1人が 1人を牧養し、残る実を結ぶことが出来ますように 
 新しい集会所が祝福され、福音、牧養、ブレンディングに用いられますように。 
 法人化が問題なく承認されるように。 

 

2022年 1月 16日（主日）さいたまに在る教会 


